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１ 研究の背景と目的 

本研究の目的は，県花を知ることをきっかけに郷土の自然への興味や関心

を育むことである。兵庫県の県花・県木・県鳥についての龍高生対象のアン

ケート調査では，県花7%・県木26%・県鳥53%の認知度しかなかった。ノジギ

クの認知度を高めるために，理科教材として活用することを考えた。そこで

ノジギクを材料に理科の実験を行った。教材に適した実験がみつかれば，学

校教育のなかでノジギクが県花として認知度が高まると考えた。 

 

２ 方法 

① ノジギクの栽培：実生(有性生殖)と挿し木（無性生殖）による増殖・栽培を行った。 

② デンプンの検出実験：デンプンが葉で合成できるか，たたき染めで調べた。 

③ 蒸散量の測定：蒸散量から，葉の裏側にある気孔で蒸散が起こることを調べた。 

④ 光合成色素の分離：ペーパークロマトグラフィー法により光合成色素を調べた。 

 

３ 結果 

① 挿し木で増殖容易。気温の上昇にともない発芽

率は悪くなった。(図1) 

② 漂白時の温度は40℃程度にすれば，たたき染め

によりデンプンの検出は容易であった。(図2) 

③ 葉がない時や裏面にワセリンを塗ったとき蒸散

量は激減した。(図3) 

④ クロロフィルaとクロロフィルbは確認できたが

カロテノイド系は確認できなかった。 

 

４考察と結論 

ノジギクはペーパークロマトグラフィーによる光合成色素の分離は実験材料として不向きであるが，

デンプンの検出や蒸散量の測定には実験材料として十分に活用できる。栽培については，挿し木による

増殖・栽培は容易であった。兵庫県内の学校に県花ノジギクを植栽し，理科教育の教材として利用は可

能である。実現すれば，ノジギクは兵庫県花として多くの県民に認識されることになるだろう。 
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図 3 蒸散量の測定結果 

 

Ａ：対照（未処理） 

Ｂ：葉の表にワセリンを塗る 

Ｃ：葉の裏にワセリンを塗る 

Ｄ：葉をすべて取り除く 

 
  図 2 デンプンの検出 
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図 1 播種時期と発芽率 
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